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・ Anderson IM et al. (2020) Nitrate, ammonium, and phosphorus drive seasonal 

nutrient limitation of chlorophytes, cyanobacteria, and diatoms in a hyper-

eutrophic reservoir. Limnology & Oceanography 65, 962-978. 
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（西浦）の湖流」. 国立公害研究所研究報告 第 19 号 

・ 環境庁 国立公害研究所（1981）. 「陸水域の富栄養化に関する総合研究（Ⅵ） 霞ヶ浦

の生態系の構造と生物現存量」. 国立公害研究所研究報告 第 22 号 

・ 環境庁 国立公害研究所（1984）. 「陸水域の富栄養化防止に関する総合研究（Ⅱ） 霞

ヶ浦の生態系の物質循環とそれを支配する因子：浅い湖における底泥の役割」. 国立公

害研究所研究報告 第 51 号 

・ 環境庁 国立公害研究所（1986）. 「自然浄化機能による水質改善に関する総合研究

（Ⅱ） 水草帯・河口域・湖沼の生態系構造と機能」. 国立公害研究所研究報告 第 96 号 

・ 環境庁 国立公害研究所（1988）. 「自然浄化機能による水質改善に関する総合研究

（Ⅵ） 湖沼の生態系構造と自然浄化」. 国立公害研究所研究報告 第 117 号 

・ 西條八束、三田村緒佐武 (1995). 「新編湖沼調査法」. 講談社 

 


